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平成２８年１０月発行 

●本庁舎整備方針の策定に取組んでいます 

鎌倉市は平成27年３月に策定した鎌倉市公共施設再編計画に基づいて、市役所本庁舎について「現

在地建替え」、「現在地長寿命化」、「その他の用地への移転」などの方策を検討し、平成 28 年度

末までに整備方針の策定を目指して取組を進めています。その一環として、本庁舎の整備方針を検討

する鎌倉市本庁舎整備方針策定委員会（以下「策定委員会」）と本庁舎整備方針市民対話（以下「市

民対話」）を開催いたしました。 

 

●第 1 回鎌倉市本庁舎整備方針策定委員会を開催しました 

8 月 9 日（火）に第 1 回策定委員会を開催しました。これは、鎌倉市本庁舎整備方針策定委員会

条例に基づいて設置され、学識経験者や商工会議所等の公共的団体からの推薦者により、本庁舎に求

める機能や性能、庁舎整備とまちづくり等を中心に、本庁舎整備方針を審議する会議です。本委員会

は「本庁舎整備方針」について、今年度末までに市長へ提言することを予定しています。 

はじめに 

冒頭、市長より、築 47 年を迎え様々な課題を抱える本庁舎について、行政

サービスの拠点や防災の拠点としての機能など様々な役割が求められるなか、

様々な見地から、また、市民の皆さんの意見等を踏まえて審議していただきた

いと挨拶がありました。 

策定委員会について 

策定委員会は学識経験者４名、公共的団体からの推薦者５名、合計９名の委

員によって組織されています。委員長には横浜市立大学特別契約教授の国吉直

行氏、副委員長には鎌倉商工会議所会頭の久保田陽彦氏が選出されました。 

策定委員会は公開しています 

策定委員会は公開で行っており、傍聴者を募集したうえで開催しています。

募集については、広報かまくら及び市ホームページにて順次ご案内しています。

また、会議の資料等も下記の市ホームページで公表していますので、是非ご覧

ください。 

第１回策定委員会に使われた資料（抜粋） 

第 1 回策定委員会では、本庁舎整備方針策定に向けて整理した課題などに

ついて、昨年度に取りまとめられた「本庁舎機能更新に係る基礎調査報告書」

やアンケート調査の結果に基づき議論が交わされました。この報告書や資料

等も、前述同様に下記の市ホームページにて公表しています。 

市ホームページ（本庁舎整備方針策定に向けた取組） 

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/hontyosya-torikumi.html 

（策定委員会や各種アンケートについては、リンク先をご覧ください） 

策定委員会では、庁舎が分散している現状や、建物の老朽化に伴う様々な課題など、本庁舎をめぐ

る現状と課題があらためて共有されました（下図参照（基礎調査報告書ダイジェスト版より））。 

 その上で、本庁舎機能更新に係る基礎調査で示された整備パターンについて、それぞれの案の利

点・課題などを確認、議論いたしました（下図参照（基礎調査報告書ダイジェスト版より））。 
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第 1 回策定委員会で議論された主な内容は以下のとおりです。 

【現在地建替え・現在地長寿命化の場合の視点】 

・鎌倉らしい景観の維持と本庁舎に必要な床面積および防災機能の確保をどう考えるか 

・建替え時の庁舎機能の維持とそのコストをどうとらえるか 

・埋蔵されている可能性が高い文化財への配慮 

 

【移転の場合の視点】 

・審議に向けては具体的に候補地を想定することが必要ではないか 

・本庁舎に求める機能と分離可能な機能をどう考えるか 

 

【整備費用および市政策全般の視点】 

・公共施設再編の取組と本庁舎整備との連携の必要性 

・整備コスト負担のための民間活力も取入れた本庁舎整備の必要性 

 

策定委員会では、上記の議論や市民対話の成果も踏まえながら、本庁舎整備方針の検討を進め、

最終的に市長へ提言を行う予定です。 

●本庁舎整備方針市民対話について 

公共施設再編計画の策定に当たっては、市民の皆さんの理解を深めていただくとともに、市民ワー

クショップ等を実施しながら取りまとめてきました。 

今回の本庁舎の整備方針の策定過程においても、市民目線や市民感覚を取入れるために、本庁舎整

備方針市民対話を行うことにしました。 

市民対話の参加者は、無作為に抽出した市民に加えて、市内の高校、大学に通う市内在住の生徒・

学生から参加を希望された計 16 名です。6 月 11 日に行った第１回市民対話では、公共施設再編や

本庁舎整備についてのこれまでの取組状況を紹介するとともに、本庁舎を実際に見学していただきま

した。 

そして、9 月 3 日に第２回として、本庁舎整備を考える上で

の「大切な視点」について対話を行いました。当日は、3 つの

テーブルに分かれて対話いただいた後、最後に参加者全体での

対話を進めました。単に手続きをするだけではなく、市民が集

える場であって欲しい、逆に「来なくてもいい場所」でいいの

ではといった多様な意見がありました。市民対話で語られた主

な内容は、次のとおりです。 

 

 

・多くの市民にとって、本庁舎はさほど身近ではない 

・御成という場所には意味合いがある（鎌倉の象徴性） 

・景観を活かすとともに、新しい機能も考えてほしい（環境との調和、市民の集える場） 

 

 

・これからの市役所には、これまでと違うあり方が求められる 

・サービス拠点は近くにあってほしい（集中と分散のバランス） 

 

 

・災害時に必要な機能(1)  直後の「避難場所」 

・災害時に必要な機能(2)  その後の「復興の司令塔」 

・未来の本庁舎に考えたい、求めたいことは多様 

 

市民対話は、協働・拡張ワークショップとした第３回も含めて計 5 回開催し、本庁舎整備方針に

反映させていくものです。この市民対話の結果についても前述の市ホームページにて公表していま

す。 

●経過及び今後のスケジュール 

本庁舎の整備方針の検討は、策定委員会と市民対話の間で情報共有をしながら進め、平成 28 年

度末までに整備方針を策定することを予定しています。なお、これまでの経過と今後の主な取組の

スケジュールは以下のとおりです。 

   

経過 今後の日程（予定） 

【平成 27 年】3 月 再編計画策定 【平成 28 年】 

【平成 28 年】3 月 基礎調査報告書  10 月 30 日 第 4 回市民対話 

   策定委員会条例施行  11 月 22 日 第 3 回策定委員会 

【平成 28 年】  12 月 4 日 第 5 回市民対話 

   ～４月  各種アンケート調査  12 月 27 日 第 4 回策定委員会 

 ６月 1１日 第 1 回市民対話 【平成 2９年】 

 ８月 ９日 第 1 回策定委員会  2 月頃  パブリックコメント 

 ９月 ３日 第 2 回市民対話  3 月 9 日 第 5 回策定委員会 

 ９月 27 日 第 2 回策定委員会  

 10 月 10 日 第 3 回市民対話  

   協働・拡張ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ  
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１．場所性・景観・歴史・文化など地域の特性の視点 

２．機能・サービスの視点 

３．防災・安全・安心の視点 


